
安全が確保できない
公共交通機関運休

　状況により異なる対応をすることもあります。 ※保護者引渡し

安全が確保できる
公共交通機関運行

下校

震度５弱以上
　　　在校時

１ 授業中止(休校)
　 安全な場所で、安全
 確認ができるまで学校
 待機

２ 災害対策本部の設置

３　担任(副担)は、各ク
　ラスで生徒の安否確
　認、本部へ報告

４　交通機関の情報収集

５　保護者への一斉メー
　ルの準備・配信

下校

安全が確保できる
公共交通機関運休

待機

※保護者引渡し

待機

★この対応は原則です。

在校時
安全確認後
授業継続

地震発生 自宅・登校中
自宅待機

速やかに帰宅
休校

地震発生時の対応について
徒歩・自転車・自家用車

安全を確認し、登校

自宅・登校中
公共交通機関利用者
公共交通機関運行

震度４以下
公共交通機関利用者
公共交通機関運休

自宅待機等
運転再開後登校


